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要  旨 

平成 20 年頃に体力テストが最も低下した時代の小学５年生・中学２年生たちが保育者養成校に入学し、保育者

となって現場に出る時期を迎え始めている。やっと徐々に改善の兆しが見えはじめた子どもの体力問題が再発し

てしまう懸念がある。そのためこの研究では、体力低下時代の学生たちに合わせた保育者養成を行うための考察

をすることを目的とした。結果は運動やスポーツに対して苦手意識を持っている学生が多く、幼児体育指導を行

いたくない心理との割合が等しいことがわかった。各種目の運動やスポーツにおいての苦手意識と嫌悪感を見て

みると、跳び箱・鉄棒・走系といった幼児体育で行われるような種目やバスケットボールにおいて苦手意識及び

嫌悪感を抱いていた。また学生の運動歴を見てみると、高校時代からダンス系を行う学生が急増する。高校時代

は中学までの部活動の選択とは異なり、自分の意志で行うか行わないかを決めることができる。ダンス系の運動

は学生たちの運動やスポーツに対する興味を高めることができると考えられる。ダンスやニュースポーツを取り

入れた授業を展開していく必要があることが示唆された。 
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はじめに 

 

小学５年生及び中学２年生の体力低下は次のよう

に推移している。昭和 39 年から行われていた旧体力

テストと平成 11 年から行われている新体力テストの

結果から見ると、子どもの体力の推移は、文部科学省

が発表した「子どもの体力の現状と将来への影響」１）

では「調査開始以降昭和 50 年ごろにかけては、向上

傾向が顕著であるが、昭和 50年ごろから昭和 60年ご

ろまでは停滞傾向にあり、昭和 60 年ごろから現在ま

で 15年以上にわたり低下傾向が続いている。」と記さ

れており、昭和 60 年頃が子どもの体力テストの結果

が最高を示して以降、その後は著しく低下し、平成 20

年頃に最低の結果となっていることがわかる。その後、

スポーツ庁「平成 30 年度全国体力・運動能力、運動

習慣等調査結果について」２）によると「平成 20 年度

の調査開始以降における推移で比較してみると、小学

校５年生の男子は横ばい、中学校２年生の男子は若干

の向上傾向、女子はいずれも向上傾向。なお、中学校

２年生男子及び小学校５年生と中学校２年生の女子

は平成 20 年度の本調査開始以降で最高値」と記され

ている。平成 20 年度以降は改善されてきてはいるも

のの、昭和 60 年頃の水準には届いていない現実であ

る。 

このような子どもたちの体力低下の推移がある中

で、平成 20 年頃の体力低下が最も著しい頃の子ども



 

 

たちが保育者養成校に入学・卒業するようになり、保

育現場に出るようになり始める時期が到来している。 

スポーツ庁「平成 20 年度 全国体力・運動能力、

運動習慣等調査結果」３）を見てみると「運動時間によ

る体力差は明らかになった。なお、女子において、運

動をほとんどしない児童が多数いることがわかっ

た。」となっている。そのためこの頃の運動が苦手だ

った子どもたちは運動頻度の感覚が異なる可能性が

高い。 

一年間週一回、幼稚園の朝の自由遊びの時間に立ち

会っていたことがあるが、子どもたちはジャングルジ

ムで遊んでいるようで上で話をしているだけだった

り、ブランコで遊んでいるように見えて漕がずにおし

ゃべりしているだけだったりすることが多く、体を使

った運動遊びをしている子どもは、運動が得意な保育

者と一緒に遊んでいる子どもは一部でしかなかった。

やはり保育者の子どもと関わりが、子どもの運動量を

大きく左右する。 

前橋明は、子どもたちの健康を導くために食事・睡

眠・運動遊びが大切であり、それらは密接につながっ

ている。どこかが崩れると全てが崩れてしまう。逆に

どこかが良くなると全てが良くなるという「一点突

破・全面改善」４）を説いている。例えば親が子どもの

健康を考えて、睡眠を早くさせるよう一点突破を試み

ても、運動習慣の感覚が異なる体力低下時代を過ごし

た保育者のもとでは、親の努力を無駄にしてしまうだ

けでなく、保育者によって悪循環に引き込んでしまう

ことになりかねない。 

そのようなことにならないようにするためにも学

生たちの幼児体育指導に対する意識調査及び運動に

対する意識調査を行い、体力低下の著しい時代を過ご

してきた学生に合わせた保育者養成を行うために、体

育及び幼児体育といった実技授業の展開について考

察をすることとした。 

 

研究方法 

 

横浜市の保育者養成校である３年制の A専門学校に

通学し、かつ B短期大学を併修し、保育士免許と幼稚

園教諭第 2 種免許状の両方を取得する 2018 年に卒業

した学生 195人（男子 48人・女子 147人）を対象に、

保育所実習及び幼稚園実習を終えた段階でアンケー

トを実施した。そのアンケートの質問内容は以下の５

項目である。 

 

①園に就職した際、幼児への体育指導を希望するか 

②運動やスポーツ全般への苦手意識について 

③運動やスポーツの各種目別の苦手意識について 

④③の各種目別の好き嫌い（運動嫌悪感）について 

⑤幼児・小学生・中学生・高校生時代の運動歴 

 

①の幼児体育指導を希望するかどうかについては、

「是非やりたい」「どちらかと言えばやりたくない」

「どちらかと言えばやりたくない」「絶対やりたくな

い」の４つの選択肢を用意した。 

②の運動やスポーツ全般への苦手意識については、

「とても得意」「どちらかと言うと得意」「どちらかと

言うと苦手」「とても苦手」の４つの選択肢を用意し

た。 

また①と②の比率の差の検定をχ二乗検定で行い、

割合を比較した。 

③の各種目別の苦手意識について、競技はマット・

鉄棒・走系・跳び箱・縄跳び・水泳・サッカー・野球・

テニス・バスケットボール・バレーボール・バドミン

トンを取り上げ、「とても得意」「どちらかと言うと得

意」「どちらかと言うと苦手」「とても苦手」の４つの

選択肢を用意した。マット・鉄棒・走系・跳び箱・縄

跳び・水泳は幼児を対象とした運動やスポーツの代表

的なものとして、サッカー・野球・テニス・バスケッ

トボール・バレーボール・バドミントンは学生の体育

でよく行われる運動やスポーツの代表的なものとし

て取り上げることにした。 

④の各種目別の好き嫌い（運動嫌悪感）について、

競技は③と同じ競技を取り上げ、「好き」「どちらかと

言うと好き」「どちらかと言うと嫌い」「とても嫌い」

の４つの選択肢を用意した。 

⑤の運動歴については、園時代・小学校時代・中学

校時代・高校時代の各時期における運動歴について答

えるようにした。 

 



 

 

調査結果 

 

１. 卒業後の幼児体育指導の希望と運動の苦手意識

との相関関係 

①園に就職後に幼児体育の指導をしたいか、という

問いの回答を表１にまとめた。回答が得られたものの

うち 48.6%が「どちらかと言えばやりたくない」「絶対

やりたくない」のいずれかの解答をしていた。女子だ

けに絞ってみると 58.2%であった。 

②運動やスポーツ全般的に「とても苦手」・「苦手」

と答えた学生は回答が得られたもののうち 44.4%であ

った。女子だけに絞ってみると 49.3%であった。詳細

は表２の通りである。 

 

 

表１ 園に就職後、幼児体育の指導を行いたいか 

 
是非やりたい 

どちらかと言えば 

やりたい 

どちらかと言えば 

やりたくない 
絶対やりたくない 

全体(n=146) 13.7%(n=20) 37.7%(n=55) 44.5%(n=65) 4.1%(n=6) 

男(n=36) 22.2%(n=8) 58.3%(n=21) 19.4%(n=7) 0%(n=0) 

女(n=110) 10.9%(n=12) 30.9%(n=34) 52.7%(n=58) 5.5%(n=6) 

 

表２ 運動やスポーツに対する苦手意識 

 
とても得意 

どちらかと 

言うと得意 

どちらかと 

言うと苦手 
とても苦手 

全体(n=189) 10.6%(n=20) 45.0%(n=85) 33.3%(n=63) 11.1%(n=21) 

男子(n=47) 12.8%(n=6) 57.4%(n=27) 25.5%(n=12) 4.3%(n=2) 

女子(n=142) 9.9%(n=14) 40.8%(n=58) 35.9%(n=51) 13.4%(n=19) 

 

  

「①園に就職後に幼児体育の指導をしたいか」で

「是非やりたい」「どちらかと言えばやりたい」と答

えたグループを「やりたい群」とし、「どちらかと言

えばやりたくない」「絶対やりたくない」と答えたグ

ループを「やりたくない群」とした。また「②運動が

苦手な生徒」で「とても得意」「どちらかと言うと得

意」を「得意群」とし、「どちらかと言うと苦手」「と

ても苦手」を「苦手群」とした。そして園に就職後に

幼児体育指導をしたいかと、運動が苦手な生徒につい

てその比率の差の検定をχ二乗検定で行ったところ、

p 値は全体 0.45、男子 0.28、女子 0.16 といずれも p

＞0.05になり、幼児体育の指導をしたくない心理と運

動が苦手な意識を抱えている割合の比率は等しい結

果となった。 

よって、卒業・就職し、実際に保育の現場に携わる

ようになったとき、女子学生は運動が苦手という理由

で、幼児体育の指導を行いたくない学生が多いとわか

った。 

 

２. 幼児体育指導を行いたくない心理と種目別の得

意苦手、好き嫌いとの割合や人数について 

③④種目別の得意苦手に関する回答に対して「どち

らかと言うと苦手」「とても苦手」を「苦手群」とし

て括ったその割合と人数をグラフ１にまとめた。 

また、好き嫌いに関する回答に対して「どちらかと

言うと嫌い」「とても嫌い」を「嫌悪群」として括っ

たその割合と人数をグラフ２にまとめた。 

どちらにおいても男子のみの集計と、女子のみの集

計を行った。
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男子苦手群の割合 62.5% 64.6% 41.7% 31.3% 62.5% 47.9% 58.3% 37.5% 52.1% 43.8% 47.9% 35.4%

男子苦手群の人数(n=48) n=30 n=31 n=20 n=15 n=30 n=23 n=28 n=18 n=25 n=21 n=23 n=17

女子苦手群の割合 67.3% 65.3% 55.8% 58.2% 46.9% 50.3% 65.8% 71.4% 55.1% 50.3% 46.2% 26.5%

女子苦手群の人数(n=147) n=99 n=96 n=82 n=85 n=69 n=74 n=96 n=105 n=81 n=74 n=67 n=39

マット 鉄棒 走系 跳箱 縄跳 水泳 サッカー 野球 テニス バスケ バレー バド

 

グラフ１  幼児体育指導を行いたくない心理と種目別の苦手群の割合と人数 
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男子嫌悪群の割合 62.5% 58.3% 35.4% 22.9% 31.3% 52.1% 29.2% 35.4% 33.3% 31.3% 16.7% 25.0%

男子嫌悪群の人数(n=48) n=30 n=28 n=17 n=11 n=15 n=25 n=14 n=17 n=16 n=15 n=8 n=12

女子嫌悪群の割合 59.2% 57.9% 52.1% 51.4% 43.2% 32.7% 46.3% 41.5% 36.1% 29.9% 32.0% 17.0%

女子嫌悪群の人数(n=147) n=87 n=84 n=76 n=75 n=63 n=48 n=68 n=61 n=53 n=44 n=47 n=25

鉄棒 マット 走系 跳箱 水泳 縄跳 野球 サッカー テニス バレー バスケ バド

 

グラフ２  幼児体育指導を行いたくない心理と競技別の嫌悪群の割合と人数 



 

 

苦手意識においては、バドミントン・バレーボール

以外は、男女または女子のみで半数以上が苦手意識を

持っていた。嫌悪感については、その種目に嫌悪感を

抱いている割合は苦手意識に比べて低いことが分か

った。特に球技においては嫌悪感を抱いている割合は

低かった。しかし女子を見てみると幼児体育系の種目

である鉄棒・マット・走系・跳箱で半数を超える人数

が嫌悪感を抱いていた。 

 

これらの結果より、幼児体育系の種目である跳び

箱・鉄棒については苦手意識や嫌悪感を抱く割合も高

いことがわかった。 

 

３. 運動歴について 

 ⑤運動歴について、似たような運動やスポーツにつ

いてはまとめるようにし、表３のように分類して集計

を行った。各時代のそれぞれ上位５つを並べた表が、

表４である。 

表３ 運動やスポーツの分類 

記載 内容 

「水泳」（マリンスポーツと区別） 水泳・プール 

「バスケ」 ミニバス・バスケットボール 

「テニス」 ソフトテニス・硬式テニス 

「野球」 野球・ソフトボール 

「サッカー」 サッカー・フットサル 

「体操」（器械体操） 体操・マット・トランポリン 

「ダンス」（リズムに合わせて動くもの） ダンス・チアリーダー・エアロビ・新体操・バレエ・バトントワリング 

「陸上」（陸上競技全般） 陸上・100m・マラソン・リレー・駅伝・高跳び 

「ウィンタスポーツ」 スノーボード・スケート・アイスホッケー 

「マリンスポーツ」 サーフィン・ボディボード 

「ニュースポーツ」 タグラグビー・Tボール・ゲートボール・キンボール・パターゴルフ・ドッジボール 

 

表４ 幼児・小学生・中学生・高校生の年代での運動歴 

 性別 １位 ２位 ３位 ４位 ５位 

幼児 
男子 水泳(n=7) 武道・野球(n=2) サッカー・体操・ダンス(n=1) 

女子 水泳(n=16) ダンス(n=7) 体操(n=5) サッカー・テニス(n=2) 

小学生 

男子 野球(n=12) 水泳(n=10) 武道(n=7) サッカー(n=6) バスケ(n=4) 

女子 バスケ(n=26) 水泳(n=25) バドミントン(n=20) ダンス(n=15) 
武道・テニス・ニュ

ースポーツ(n=8) 

中学生 

男子 バスケ(n=10) 陸上(n=9) 野球(n=8) テニス(n=5) 
武道・サッカー・水

泳・卓球(n=3) 

女子 バドミントン(n=21) テニス・バスケ(n=17) バレー(n=11) 陸上(n=10) 

高校生 

男子 バドミントン・テニス・バスケ・野球(n=3) 
陸上・武道・サッカ

ー・水泳(n=2) 

女子 ダンス(n=19) バスケ(n=11) バドミントン(n=9) テニス(n=5) 
陸上・武道・バ

レー(n=4) 



 

 

 

運 動 歴 に おい て は 、幼 児・小 学 生 で は 水 泳

が 多 か っ た。し か し 中 学 生 以 降で 続 け て い る

学 生 は 少 なか っ た 。小 学 生 以 上で は バ ス ケ ッ

ト ボ ー ル ・バ ド ミ ン ト ン が 多 か っ た 。   

ダ ン ス に お い て は 中 学 生 で ラ ン ク 外 に な

る も の の 、高 校 生 で は再 度 ラ ン ク イ ン し 、し

か も 最 多 とな っ た 。  

考察  

 

アンケートの集計結果により 、保育者養

成校の 学生は、約半数が運動 やスポーツに

苦手意識を持っており、そして就職後の幼

児体育指導 を行いたくない割合と関係して

いることがわかった。 そのため、保育者養

成校における体育実技や幼児体育の授業で

は、運動をできるようにするために同じ動

作を繰り返すような授業展開ではなく、 運

動に対する苦手意識を取り除 くような楽し

いと思えるような 実技授業の展開が求めら

れる。  

 

１．体育実技における 球技系の種目選択に

ついて  

各球技別に分析すると、いずれの競技に

おいても、苦手意識よりも嫌悪感を持って

いる割合が低かった。 つまり、取り組み方

次第では苦手意識を払拭でき そうであるこ

とがわかった。そのため、取り上げる競技

を選択するといい と考えられる。球技と球

技以外の種目で比較してみると、球技の方

が苦手意識を持っていても嫌悪感を持って

いる割合が少ない。そのため、球技を多く

取り入れるといい。その中でもバドミント

ンは苦手意識を持っている学生の割合も少

なく、 嫌悪感を持っている割合も少ない。

そのためバドミントンを多く取り入れると

いい。  

野球やサッカーは 、共にプロリーグ があ

り、日本で最も人気のあるスポーツである

が、保育者養成校の生徒は苦手意識を持っ

ている割合 が高く、嫌悪感を持っている 割

合も他の種目に比べて 高かった。そのため、

女子が多い 保育者養成校では不向きである。 

ゴール型の競技を行う場合は 、サッカー

よりもバスケットボールの方が苦手意識に

おいても嫌悪感においても向いていること

がわかった。またバレーボールも苦手意識

はあるが嫌悪感を持っている 割合が低い 競

技であった 。バレーボールも 保育者養成校

の学生には向いていることがわかった。  

ただし、いずれの競技も苦手意識を持っ

ている学生 の割合が多い。そのため通常通

りの競技スポーツを行うのではなく、工夫

したり、ニュースポーツで代用したりする

といいと推測できる。特にニュースポーツ

は経験がなく、初めて 行う場合が多い。 苦

手意識の先入観がなく、また嫌悪感も持っ

ていない。そのため保育者養成校の学生に

はニュースポーツを取り入れると良いと推

測できる。バスケットボールにおいては、

小学生用のバスケットボールでゴールを低

くしたミニバス、ポートボール、新しく 東

京オリンピックで採用されることになった

３ｂｙ３などがある。またバレーボールに

おいては、ソフトバレーボール、インディ

アカなどがある。このような工夫をして 行

うことが求められる。  

 

２．幼児体育系 の実技授業について  

鉄棒・マット・跳び箱・走系は苦手意識

も嫌悪感も共に高い割 合だった。これらの

種目は幼児体育の代名詞とも言える種目で

あるため、これらの種目の苦手意識や嫌悪

感が改善されない限り、幼児体育指導を行



 

 

いたいという心理につながってこない こと

がわかった 。鉄棒・マット・跳び箱は危険

と隣り合わせであり、またできる ・できな

いがはっきりと出てしまう種目でもある。

そのため、 学生においても大型遊具を使用

するなどしてアスレチックのような要素を

出し、これまでの器械体操的な授業展開を

変えていく必要がある と考えられる 。  

水泳や縄跳びは苦手意識も嫌悪感も 、比

較的割合が少なかった。水泳は行いにくい

かもしれないが、縄跳びについては 積極的

に取り入れていくといいことがわかった 。  

 

３．運動歴から見てみると  

運動歴から見てみると、高校時代から ダ

ンス系の部活動を行う学生が一気に多くな

り一番人気となる。高校では、部活動は自

らの意志で入部を決めることができる。そ

のため、学生の本当にやりたいことを強く

反映していると考えられる。このことから、

高校から急浮上したダンス系は、 保育者養

成校の 学生にとって強く興味を持ちやすい

分野であると 考えられる。TV や動画等でダ

ンスグループが活躍していることもあり、

また平成 20 年に告知された 中学校学習指

導 要 領 保 健 体 育 ５ ） で ダ ン ス が 必 修 化 さ れ

全員が行っていることからも 、ダンスやリ

ズム体操を体育実技や幼児体育に取り込む

といい と考えられる。  

そのため、 体育実技の授業でダンス発表

会を行ってみることにした。完全コピーし

たダンスを披露することにしたところ、観

客の学生から手拍子が起き、盛り上がった

発表会となった。 幼児体育の授業において

は、縄跳びと音楽を融合し、リズム縄跳び

として授業で行った。曲及び振り付けを自

分たちで考え発表会を行ったところ、実に

多様な動きを取り込んで創作し、 どちらの

発表会でも観客の学生から自 然と手拍子が

起きるほど盛り上がったものとなった。 特

に保育者養成校の学生にとっては、前に出

て発表する機会は、今後教員になるものと

して大事で、そのような場に慣れさせるた

めにも有効である。  

 

最後に・謝辞  

 

体力低下時代の子どもたちが保育者養成

校に入り卒業して現場に出ていく時代が来

た。これまでのような体育を行っていると、

卒業後の保育に支障が出てしまい、現場の

子どもたちの体力や体を動かす意識に影響

が出てしまう。例え、 運動に対する苦手意

識や嫌悪感があった学生が入学してきても、

運動を得意にはできな いだろうが、せめて

運動に対して肯定感を持って現場に出るよ

うにしていくことが保育者養成校には求め

られる。そしてそのような授業展開が求め

られる。  

今回の集計で、幼児体育を取り入れてい

る園は 219 園中 196 園と、89.5％であった。

しかし、担任だけで幼児体育を行っている

園は 16 園しかなく、8.2％に過ぎなかった。

それ以外の園は、担任も一緒に入ることも

あるが、外部指導者を招いて行っている。

そのため担任が運動の見本を見せる機会は

少ない。担任の役割としては日常の保育で、

戸外に連れ出したり運動遊びを促したり し

て、一緒に遊んだり遊 ぶ機会を増やしてい

くことの方が求められる。そして間接的に

幼児体育をサポートしていく立ち位置とな

ることが大切である。 そのため保育者自身

の運動ができる・できないといった運動能

力的な要素よりも 、運動が好き・嫌いの感



 

 

情的な 要素の方が、子どもに運動機会を多

く与えることができるようになるため、子

どもへの影響が強い。運動に対して嫌悪感

を持っている学生を、肯定感に変えていく

実技授業がこれからの時代に求められるこ

とがわかった。  

お忙しい中、アンケートにご協力いただ

いた神奈川県横浜市にある A 専門学校で B

短期大学の併修をしている学生、教職員及

び関係者の皆様に心より御礼申し上げます。 

 

参考文献  

 

１）文部科学省：『子どもの体力の現状と将

来への影響』  

http: / /www.me xt .go . j p/b_menu/shingi /ch

ukyo /chukyo0/gi j i roku/attac h/1344530.h

tm  2019.9.15 閲覧  

２）スポーツ庁：『平成  30 年度全国 体力・

運動能力・運動習慣等調査結果について 』、  

pp１～ 29、 2018. 

３）スポーツ庁：『平成 20 年度全国体力・

運動能力・運動習慣等調査結果 』、pp39～ 48、

2009. 

４）前橋明：『日本幼児体育学会第 15 回大

会講演要旨・研究発表抄録集 』、 pp18～ 28、

2019. 

５）文部科学省：『中学校学習指導要領解説

保健体育編』、 pp１～ 13、 2008. 


